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Regarding the determination of totaI -cel Iulose (叫ー， /1-， and r- cellulose) in wood， the 
chlorine process is known， but the condations giving accurate results are not established 
yet. And hence， the reinvestigation of the same method has been carried out with Sugi 
(Cryptomeria j aponica Don) under the condition where the amount of the treating 
chlorine is changed variously. The experimental results have shown that for 1 gr of 
wood， more than 4 1 of chlorine is necessary. 
緒 宅=­E司
木材中 の全セ ル ロ ー ズ ， α ， 戸 及 び 7 セ ル ロ ー ズの定量に就い ては従来 多 く の研究が あ る が未だ満
足すべ き 方法は無い様であ る 。 其の 中最 も 一般に 用い ら れ て い る の は C. F. Cross & E. J. Bevan 
等1 )の 発表 した方法で試料を塩素処理 し て 生成す る 塩素化 リ グ ニ ン を直硫酸 ナ ト リ ウ ム で 溶出す る
の で あ る が ， 原法では其の繊維素中 に向著量の り グ エ ン が残存 し正確な定量が行われ な い の で ， 操
作に幾多 の 改良が加え ら れ漸次正確な る 方法が見 出 さ れて来た。 著者等は 魚津埋没林に依 る 石炭化
行程 の研究ヨ〉を行 う に 当 り ， よ り E確な セ ル ロ ー ズの定量が必要 と な り ， 特に セ lレ ロ ー ズ定量の 際
の 塩素処理量に附い て 若二子の研究 を行った。 一般には塩素処理量は毎分 60-100 気泡の速度に て約
5-10 分間宛送入す る と あ り ， 甚だ漠然 と し て 居 り 此の 点 に就い て は M. W.  Bray & R .  B. Roe 等�)
の ガ ス ピ ユ レ ツ ト を 用 い て 一定量の 塩素処理を行った研究が ゐ り ， 叉 i西 田氏等4)は 中 間 ガ ス 溜 を 用
い て 塩素量を規定 した研究が あ る 。 著者等は 中 間 ガ ス 溜 を 用 い て 塩素処理量を変 え て其れに依 る 全
セ ル ロ ー ズ合有量の分析値の 変化 ， 特 α一 ， ß- ， 及 、び r- ， セ ル 廿 ー ズの分析値 と の 関係を調べた。
実 験 及 び 考 察
試料は県農地部林務課 よ り 提供を受けた富山県在来種杉材通称立山杉 (樹齢40年 〉 を 用 い其の 丸
鋸屑使用 し ， 分析は右田氏りの木材標準分析法に依 り 行い ， 試料の 筋別試験 ， セ ル ロ ー ズ以外 の組
成分析 ， 元素分析結果は第一表 ， 第二表 ， 第三表に示 した。 塩素処理は10立の ガ ス貯槽を使用 し て
塩素量を計量 した。 洗糠瓶を通過す る 気抱数 も 測定 し た 。 ( ノ ズJレ の 径は 1 . 2 mm) 試料 1 瓦に対
し塩素量を 1 立 よ り 5 立に変 え た時の全セ yレ ロ ー ズ ヲ αー ， セ ル 官 ー ズ等 の介析値の 変化等を第四表
に 示 し た 。
第四表で 戸ー ヲ セ lレ ロ ー ズは析出時は 白色 の腰状沈澱で乾燥後は飴色 を 呈 した。 塩素量の増加に
応 じ て 全セ Jレ ロ { ズ ， αー ， セ ル ロ ー ズは減少 し ， ß- ， セ ル ロ ー ズは最初殆 ど析 出 し な かったが漸次
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1 表
g 100 目 宮市 下60 日締下， 100 目簡 上 g 60 目 筒 tg 量取採種樹
25 (5 . 8) 45 (10 . 4) 362 (83 . 8) 432 立 山 杉 樹 幹
(括弧内は百分率〉
Laq f-H HF唖-ht盃引盟恒三、竺-
2 2r J :: : : [
0 38 1 2 5  0 . 87 0 . 94 
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33 . 3  
2 . 4  
2 . 0  
9 . 5  
17 . 0  
2 
3 . 9  
2 . 3  
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1 . 3  
1 . 5  
0 . 1  
0 . 5  
45 . 4  
43 . 5  
5 . 6  
6 . 0  
47 . 6  
48 . 5  立 山 杉 樹 幹
g 1 1 附 1 . 2558 1 . 1 133 I 1 .  0073 I 1 . 1531 1 仰 1
I 3 . 1  4 . 1  4 . 5  I 
24 . 5  25 . 5  I 25 . 6  I 
附回 : 附回 15分11回 1 15分12回
| 徴灰白色 | 白 色 |150-200 I 150-200 1 150-200 I 150-200 3 3 
55 . 1  I 51 . 6  35 . 8  
13 . 6  12 . 1  
l 僻 l l微灰白色 l 白 色 l
l 寂白色 l 白 色 |
4 表
試 考備
5 2 . 0  1 . 0  
料
塩 素 処 理 量 25 . 5  24 . 0  25 . 1  送 入 塩 素 温 度 。C 15分5回塩素処理時間及回数
文献値 6)53 . 8  文献値 6)39 . 6  交献{直 6)3 . 1  文献偵 の10 . 6  
ル ロ ー ズ !












燈塩 素 処 理 後 色 相
気 泡 数/分2 %亜硫酸水で洗繰回数/回全 セ 46 . 9  54 . 1  74 . 4  96 . 4  
29 . 1  39 . 9  39 . 2  59 . 7  80 . 6  αー セ ル ロ
10 . 2  




1 . 6 1 . 5 




0 . 8  trace 告ー セ ル ロ
増加 し ， r- ， セ ル ロ ー ズは他の 成分の増減す る 害1]に変化が 少 く ない傾向を示 した。 1 - 3 立の塩素
量では 其の色相 よ り 明 ら かに 1) グ ニ ン の残摺が 認め ら れ 同時に 戸一 ， セ ル ロ ー ス、の量 も 非常に 少 く
な いが 5 立程度では セ ル ロ ー ズが犠素化作用 を受け其の量は減少 し叉 ß- ， セ ル 廿 ー ズが増加 したo
r- ， セ ル ロ ー ズは急激に減 少 した。 此等の分析値を文献上5)の杉の分析値の平均 と 比較 し て ， 4 立前
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後が最 も 塩素処理量 と し て適 当 で あ る 事を知った。
総 括
木材分析に於い て セ ル ロ ー ズ、定量の 際の 塩素処理量を種 々 変化 した場合全セ ル ロ ー ズ ， α ， ß ， r- ， 
セ ル ロ ー ズの定量値の変化を調べ試料 1 瓦に対 し て 塩素使用量は 4 立前後が最 も 適当 で あ る 事を知
った。 本研究は埋没林杉材に依 る 石炭化行程 の研究に於い て埋没材試料の分析の 予備実験 と し て 行
っ た も の で更に工業的に重要 な松材 ， 1閏葉樹材 ， 人絹パ ル プに就い て も 研究 中 で あ る 。
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